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との秋 、
円本外交は手痛い黒忠 一を喫した 。

エリツィン・ロシア大統領の来日中止だ 。

とれについては 、「軍部・保守派のカに押しきられた」「日

本が北方領土問題で対応を誤った」「経済のいっそうの悪化

で 、
来日どとろではなく・なった」「日本への婦さぶり」など 、

さまざまなM後知恵H
的解説がなされている 。

岡

崎

久

彦
・
元
駐
タ
イ
大
使
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外交は相手のあるととであり 、
首脳の外国訪問が取りやめ

になった例はほかにもあるから 、
とりわけで深刻に受けとめ

る必要はないが 、それでもあえてv黒星Hといったのは 、
今

回のような事態が起きる可能性を 、
政府がまったく予見して

いなかったからにほかならない 。

ζれは 、
とりもなおさずロシア圏内の政治・経済状況 、エ

リツィン大統領の人物 、ロシア人の民族性 、
その他もろもろ

について適確な情報収集 、
分析が行われていなかったととを

物語っている 。「領土問題の解決は 、いまが潮時だ」
などと

いうすっとんきょうな情勢認議を示し 、
国民をミスリードし

た宮部首相の買任は 、とりわけ大きい 。

同じ過ちが 、
天皇・皇后両陛下の中国御訪問にかかわる情

勢判断でも 、
繰り返されていたという恐れはないのだろう

4H

 

東西冷戦の終結後 、
中国の動きにはただならぬものがあ

る 。
突如 、
尖閣列島や南沙群島の
領有を主張しはじめたかと

思うと 、
電略的に稀固との国交を樹立 。
圏内では大軍拡を続

ける一方 、
米国などが厳しく糾弾している人権問題や武器噴

出では 、
むしろ開き直りの
姿勢を見せている 。

いったい 、
中国の狙っているものは可 ・

で 、
日本はどう位置づけられて、

－v
ha
hJ
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中

嶋

嶺

雄
・

ll中国はいま大きく変りつつあるといわれていますが 。

中嶋
中国社会はたいへんな実利社会に
急速K転換してい

る 。いま 、
何が民衆レベルをいちばん動かしているかという

と 、いってみれば金儲けです 。
拝金主義 。

革命国家だからイデオロギーによって動いてきたはずなの

に 、
それでは何も変らなかったし 、
動かなかった 。
ととろが

ひとたびお金を儲けていいとなったとたん 、
中国社会は内部

からほんとうに動きだした 。
そもそも共産主義は 、
中国民放

にとってはもっとも縁遠いものなのです 。

llそうなると 、
もう共産党はもたない 。

中嶋
革命第一世代が総退場するのは数年のうちです 。
そ

のとき
革命の総決算が起るのではないか 。
共産党がうまいζ

とやっていたならともかく 、
その政策は何ひとつ成功してい

－ない 。
成功している部分は資本主義的 ．な要素を取り入れたと

とろだけですからね 。
中国共産党は解体していかざるをえな

い 。ーーその後はどうなります 。

たいへんな激動が起るでしょう 。
第二 、
第二一の天安

中嶋

門事件がもっと大きな

J

なかで 、
あの国が一つにまとまっていくととは難し
カ

結局 、一種の辿邦制みたいな形になっていく 。
実質的にはも

うそうなっていると思います 。

llそうなると群雄割拠で始末におえないζとになり 、
日

本にも影響が及びませんか 。

中嶋
群雄割拠といっても 、
軍事的にチャンチャンバラバ

ラやるというととでは・なくて 、
それぞれが一生懸命金儲けに

血道を上げるという形でしょうから 、いわば中国国内の混乱

であって 、
それが円本の安全保障上の符威になるような混乱

はないと見ています 。

il間尺に合わないととはやらなくなっている 。

中嶋
中国の人たちがみんな賢くなっているというととが

あると思う 。
自分の生活や金銭感覚に基づいたリアリズムで

すね 。iーそのととと軍備拡張との関係は 。

中嶋
べつに矛盾はありません 。
天安門事件のように民主

化運動があるわけですから 、いまの政権としては絶対にそれ

は抑えとまなければならない 。
同時に湾岸戦争以来 、
中国の

世界認識が変ってきた 。

あれによってアメリカのハイテク技術の優秀性を思い知ら

された 。やっぱりアメリカは凄いという感じになっている 。

そζへもってきて 、ソ述がなくなってしまったため 、アメリ



カにとって中国の価値が低下した 。
そのととがF日の売却な

どとなって出てきていると見るわけです 。

そうした現象を踏まえて中国は 、
アメリカが単独覇権を狙

っているものと見て 、
それに対する戦略を
構築しようという

気持になっていると患います 。
兵践を買いとむ 、いちばん弱

かった海軍を増強する 、
武器を売って仲間を増やしていく 。

それがさらに尖閣列島や南沙群島の問題につながっていると

見ています 。
llアメリカとは妥協ではなく対決ですか 。

中嶋
対決していく方向が 、とのととろ指々
と見えてきて

いるように思います 。アメHYカと妥協するためには 、
民主化

という大きなハードルがある 。いまの指導者としてはそれを

やると体制がひつくりかえるという認識ですから 、
抑えと

む 。
その限りでは米中関係はよくならないのではないです

益。・刀llそうしたなかでの御訪中は：・

中嶋
世界が日本と中国だけなら中国に僚り寄るのもいい

けれど 、
心配なのは西側諸国 、
とくにアメリカの反応です 。

そういうととろまで考えておかないと 。

中国は韓国を巻きとんで 、
できれば日本も巻きとんで中国

の土俵K上げるというのが狙いでしょう 。
日本はよほどしっ

かりと 、
西側の一
員だ 、
そして日米関係を基軸にするのだと

いうポリシーを掲げておかないと 、
中国の ・へ1スにはまって

いく 。それと閲迎していえば 、
中国がいま盛んに「日本の政治大

国化は望ましい」といいはじめているのが気になる 。
軍事大

国は困るが政治大国はいい 。できれば中国と一緒にやってく

れというととでしょう 。

とれに対して欧米には 、一種のアジア主義への警戒がある

と思います 。
政治大国あるいは軍事大固になろうとしている

中国と 、
経済大国の日本が組んで何かアジアで不気味なζと

をしているのではないかというζとですね 。
東アジア経済構

想にアメHYカがあれほど反対するのも 、
そういう讐戒心が強

いからです 。
世界的にそう見られているわけですから 、
日本はグローバ

ルな立場に立ち 、
自由や平等 、
価値の多元化といった原則に

徹底的に忠実であるととをますます明確にしておかないと 、

とんでもないととになっていってしまう 。

ll人権
問題はその
意味で日本に対するH踏み絵uでもあ

るわけですね 。

中嶋
人権問題は地域Kよって違いがあるというものでは

なく 、
まさに国境を超えた義務です 。
だから 、
中国の人権は

中国が決めるなどというのは 、
とんでもない話で 、とういう

問題に対しては日本はきちんと中固に迫るべきです 。

中国はそういうととをいうと 、
内政干渉だというが 、いま

の時代でそういう宮い分が通るでしょうか 。
たとえば 、
咋年

日中が倣対する時代175 



起きた旧ソ連のクーデターでも 、
プッシュ大統領は非常に強

い
態度で 、とれは絶対に許されない 、
非合法だといった 。
あ

れがモスクワ市民に伝わったのが大きかった 。

いまの時代はそういう原理については 、
国境を超えて 、
全

世界が発言し4なければいけないし 、
そういう時代になってき

ている 。
それ4なのに 、
日本政府の対中国政策は同根本的に間違

ってしまっている 。

ll原理原則にかんする問題についてはきちんというべき

ζとをいう 。
そのうえで今後日本がやるべきζとは 。

中嶋
短期的には何かしてあげるととは 、
何もないんじゃ

ないでしょうか 。
経
済団法助を増やせという意見もあるが 、
増

やしすぎるとまた反日感情の元になる 。
根本的に中国自身が

中固なりに道を切り開き 、
自前でいい国をつくっていくとい

うととしかないわけで 、
間接的には留学生の面倒をみるとか

というアプローチがいちばんよいのではないでしょうか 。

それを 、
中国のためにとか 、一衣帯水とか 、
同文同極とか

いって 、
情緒的モメントでつきあうのが 、いちばんまずい 。

ほんとうの友好を求めるなら 、
淡いつきあい方がいちばんい

いと思います 。

il中国とつきあうのはなかなか難しいですね 。

中嶋
中華思想と白壁三
千丈式の事大主義の二つが 、
メダ

ルの表と裏になって 、
えもいわれぬ中国社会をつくってき

た 。それはデモクラシーといった原理とは根本的に相容れな

いと思うけれども 、
その三千年来の伝統がいま崩れかけよう

としている 。
最近の中国文学ゃ 、
中国映画などに見る問題意

織はじつに鋭い 。
そういうものがようやく出てきたのではな

いかと思います 。

ll中国人が変るζとがありえますか 。

中嶋
同じ中国人でも香港や台湾を見れば 、
日本人と同じ

ようになりつつある 。
変りえるの吃はないでしょうか 。

176 

ーl中国の世界戦略 、
およびとれに対するアメリカの姿

努 。
そのなかで臼本はどう対応すべきかといった点について

お話を伺いたい 。

岡崎町
初めに一言 。
天皇・皇后両陛下の御
訪中については

いろいろ議論があり 、
私にも意見があるが 、一度決った以

上 、
それが無事に終るととを期待するほかない 。
そのために

は 、
中固に対する発言も慎重にならなければならない面もあ

るととはど理解いただきたい 。

ll米ソ両巨人が争ってくたびれたといういまの状況は 、

中国にとって千載一遇のチャンスというζとになりますか 。

岡崎
両巨人とおっしゃるが 、
私はアメ9カは全然くたび



年間の日中関係には 、
自然に安定する暗黙のバックグラウン

ドがあった。
それがいま 、
なくなったわけですから 、
今度はもっと現実

に即し注意深く取り組み 、
また慎重にほかの多国間関係のな

かで見ていく 。そういう視点がないと危険だと思います 。

ーーその多国間関係に関連して 、
米中関係は今後どうなり

ますか 。FMの対台湾売却でかなり中国は反発していますが 。

中西
中固にとってζれζそ原則面 、
実際面 、いろいろな

面で譲歩できない問題だとは思います 。

しかし 、
ロを極めて厳しい対米批判はするでしょうが 、
は

っきりした行動はとらない 。つまり大きくいえば「面チ外

交」の形で終始するでしょう 。その理由の一つは輸出市場と

してのアメリカの重要性 。二つ自には対中強硬路線のクリン

トンよりプッシュのほうがよいに決っている 。三つ目は銭其

環や朱銘基（二人とも一九二八年生れ）
など六十代の術導者の

存在です 。
彼らは最長老の八十代の権力者と全然違います 。

彼らは将来的にはアメリカとの全面的な和解が可能だし 、

必要であるというふうに見ているととろがあります 。ζの点

は日本もよく見ておかなければいけない 。
今後「米中関係は

いっそう悪化する」というだけの一時的な構図で見ていては

だめで 、
中国圏内にもアメリカ圏内にも 、
底流としては七0

年代の「歴史的接近」を再現したいという流れがあります 。

いずれにしても 、
九0年代を通じ 、
米中関係はどう転んで

もいまより悪くなるととはないんですよ 。とれは知って、おい

たほうがよい 。そのとき七0年代のニクソン・ショックのと

きのように 、
われわれが一喜一憂して走り回るようなζとを

したのでは墓穴を掘るととになる 。

ll今後 、
日本は中国にどう対応していくべきだとお考え

ですか 。中西
一つは改本開放はよいととをやっているのだから 、

ほ
ん
と
う
に
覧
沢
に
生
き
た
二
十
三
人
の
男
た
ち

i i 霊 2

置趨通園
日中が自助すするB�ft189 



日本としても大いにお手伝いしましょうという姿勢でいくべ

きだと思います 。

しかし他方で悪い傾向もときとして見える 。
南沙の話もそ

うだし 、
軍備拡張 、
場合によっては日米離聞をめざす外交政

策が出てくる可能性がなきにしもあらずです 。そういう動き

に対しては 、
それはだめですよ 、
それでは日・中友好もおかし

くなりますよ 、
というととを繰り返し厳しくいっていく必要

がある 。
彼らは大国で 、
外交の民ですが 、
あるとζろは大時

的で 、いわれなければわからないというとζろがあります 。

お互いに友好を続けるのはもちろんだが 、
相手が間違った

ときや符威を感じたときは
率直にいう 。そして話し合う 。つ

まり日中関係も普通の関係にしていかなくてはいけないとい

うζとです 。
M

ま

す

友

好

あ

り

き
M
の

危
う
さ

きっと北京は悦に入っているにちがいない 。

待望の天皇・皇后両陛下の
御訪中に加え 、
その前後に韓国

の
慮泰愚大統領 、ロシアのエリツィン大統領がやって来るか

らだ 。とれにより 、「近隣三カ国の元首クラスが揃うわけですか

ら 、
やはり 、
中国を抜きにしてアジアの問題を解決できない

という雰囲気が出てくる」（小此木氏）からにほかならない 。

「天皇御訪中と中斡国交樹立は似たような意図から出てい

る」（小此木氏）
とすれば 、
政府がいくら「政治的意味合いは

ない」などといいつくろってみても 、
少なくとも相手側はあ

からさまに皇室を政治的に利用しているζとになる 。

「御訪中には問題があるが 、
決った以上うまくいってほし

い」
というのは各氏共通の盗努だったが 、
うまくいくも何

も 、
中国側にとっては 、
決っただけで戦略的大得点だったと

とにもなる 。

「第二の天安門事件があるかもしれない」（中西氏）とまでい

われる状況に直面している現政摘にとって 、一辿の外交的成

果によって加わる威信は大きな力になるにちがいない 。日中

関係だけ見ても 、「日本が有利なほうには 、
何も変らない」

（渡部氏）
可能性が高い 。

御訪中だけにかぎらず 、
国際戦略全体のなかにおける日本

の位置づけはどのようなものだろう 。

中仙町氏によれば冷戦の終結後 、
とくに湾岸戦争をきっかけ

に中国は「アメリカが単独崩描を狙っているものと見て 、
そ

れに対決しようとしている」フシがあるという 。
訪中した岡

崎氏に中国高官が「日中共同してアメリカの朝権主義に抵抗

しよう」ともちかけたそうだが 、
相次ぐ招待外交 、
軍備の大

拡強 、
武掠の輸出 、
尖閣列島・南沙群砧の領有宣言などの動

190 



きが 、
そうした戦略のなかから出てきているものだとすれ

ば 、ととは穏やかでない 。

その意味で中嶋氏の「中国が盛んに『日本の政治大国化は

望ましい』といいはじめている」という指摘については 、
中

国側の意図 、
意味合いを深く考えてみる必要がある 。

もっとも重要なのは 、
御訪中に象徴される新しい日中友好

関係に対し 、
米国がどう出てくるかだ 。

現在は大統領選挙の前であるとともあり 、
御訪中について

も政府レベルではとれといった反応は出ていない 。
しかし 、

対中強硬派の多い議会などには強い反発があるのはまぎれも

ない事実だし 、
欧米諸国のなかには一種のアジア主義に対す

る警戒感も出てきているという 。

万一 、
日本が中国の土俵に引っぱりとまれ 、
がんじがらめ

になれば 、
不信感が一挙に噴き出てくるζとは確実だ 。
その

結果生じる日米の
離問 、
安保関係の空洞化にとそ中国の戦略。し

商
ロ
∞

は

空気

で

す
。

新鮮でクリーン
な空気です。

－』の精気あふれ
る空気を、
人ぴbhか働き
寧Z制咽所・

シビアな環境盤
備を必
要・ιする空間にお届りするこ九

これが大気社の仕事です。

的狙いがあるという見方をする人はけっして少なくない 。

「人権より国栴だ」（渡辺氏）という
笹勢を現指噂部が変えな

い 、
あるいは変えられない以上 、
米中関係が当分好転すると

は思われないが 、「いまはともかく 、
若い指導者はアメリカ

との全面的な和解は可能だし 、
必要だと考えている 。
中聞に

もアメリカにも 、
歴史的接近を再現したいという底流があ

る」（中西氏）という分析には耳を傾けておく必要がある 。

そのときは 、
米国にとっての日本の価値が大きく変動する

可能性が十分あるからだ 。

「日中関係を二国間関係だけで考え 、
多国間関係で考えない

のは日本人の悪い癖だ」というのが中西氏の苦言だが 、複眼的

思考を欠き 、グまず友好ありきHだけで突っ定つてはいちば

ん大事なものを失ってしまう恐れがある 。
ましてや 、功名心 、

政権の人気浮揚策 、
利権のパイプづくりといった思惑で日中

関係を扱うのは 、
国家国民に対する犯罪行為なのである 。

に／

熱と空気のエンジニア

ν 
大気融

191 日中量：•蚊守する時代
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